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燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市実行委員会 

輸送・交通専門委員会委員名簿 

令和元年１１月現在 

№ 区分 所 属 役 職 氏 名 

１ 県 薩摩川内警察署 署 長 日髙 美剛 

２ 運送 
鹿児島県交通安全協会 

薩摩川内地区 
会 長 外薗 輝藏 

３ 運送 
鹿児島県バス協会 

北薩地区貸切部会 
会 長 手打 一也 

４ 運送 
鹿児島県タクシー協会 

西薩支部 
支部長 手打 一也 

５ 運送 九州旅客鉄道（株）川内駅 駅 長 西尾 裕介 

６ 運送 肥薩おれんじ鉄道（株） 代表取締役社長 出田 貴康 

７ 運送 甑島商船（株） 代表取締役社長 美根 晴幸 

８ 市 薩摩川内市 国体推進課   

 



燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市実行委員会 

第８回輸送・交通専門委員会会次第 

 
 
 

期 日 令和元年１１月２７日（水）１０：００ 
会 場 薩摩川内市役所 ６０１会議室  

 
 
 
１ 開 会 

 
 ２ 報告事項 
    第１号報告  いきいき茨城ゆめ国体視察結果について 

第２号報告  燃ゆる感動かごしま国体バス借上にかかる運賃・料金等について 

 

３ その他 
    「第３回 国体スポーツフェスタinさつませんだい」について 

 
４ 閉 会 

 



いきいき茨城ゆめ国体視察について 

 

１ 視察者について 

 

視察者 期 間 視察市町村 視察会場 

手打 一也委員長 
９月２８日（土）～ 

１０月１日（火） 

東海村 阿漕ヶ浦公園ホッケー場 

県立東海高等学校多目的グラウンド 

 

２ 駅周辺について 

  駅では、駅の建物内又は駅周辺にテントを設置し、総合案内所が設置されており、競技会場までの

案内等を市職員、国体ボランティアが行っていた。 

 

■駅の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ シャトルバス 

（１）周知について 

  国体開催時のシャトルバス運行については、実行委員会ホームページ等で事前周知を 

行っていた。 

  

 

  

総合案内所 総合案内所（資料） 

駅周辺 駅構内 
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（２）乗場について 

  シャトルバスは、基本的に駅と会場を１５分～２０分おきに運行しており、それぞれの乗場には 

  実行委員会がバス運営業務を委託した業者から、要員配置をしていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 駐車場 

 （１）駐車場の種類について 

  会場の駐車場については、下記の種類があった。（ア）～（カ）に関しては、基本的に競技会場内

に計画されていたが、（キ）～（ク）については、会場周辺の駐車場で対応するケースもあった。 

また、会場周辺に商業施設がある場合、商業施設への駐車禁止の看板等の設置も行っていた。 

 

（ア）来賓・競技会役員駐車場 

（イ）選手・競技役員駐車場 

（ウ）選手バス乗降所 

（エ）売店・ふるまい団体駐車場 

（オ）タクシー乗降所 

（カ）学校観戦バス乗降所 

（キ）シャトルバス乗場 

（ク）一般駐車場 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シャトルバス 

シャトルバス案内看板 

-2-



 

 

 （２）駐車規制について 

  駐車場入り口には、警備員を配置しており、駐車場内の誘導は、市実行委員会で行っていた。 

  また、大会関係者車両と一般車両を区別するために、事前に駐車許可証を配布していた。 
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第７４回国民体育大会「いきいき茨城ゆめ国体」の現地視察について 
 

〇報告者   薩摩川内市燃ゆる感動かごしま国体薩摩川内市輸送・交通専門

委員会委員委員長 手打 一也 
 

・視察先   ９月２８日（土）～１０月１日（火） ホッケー競技 
茨城県東海村 茨城県立東海高等学校、阿漕ヶ浦公園 

 

第７４回国民体育大会「いきいき茨城ゆめ国体」ホッケー競技の会場である、

東海村の視察を輸送・交通専門委員会を代表して上記日程でさせていただきま

した。 
視察概要については、下記のとおりです。 
 

・計画バスの運行について 
持込車両の無い県選手を宿泊先から試合会場へ送迎していた。 
学校観戦の時間に合わせて運行されていた。 

 

・無料シャトルバスの運行について 
 ３０分間隔で東海駅から東海高校会場に向かう内回りと、東海駅から阿漕ヶ

浦公園に向かう外回りに２種類のルートで運航されていた。 
 ２つのルートとも１箇所設置してある、共通の一般駐車場（臨時駐車場）を経

由して運行されていた。 
東海高校からシャトルバスを利用したが、乗客は高校生が約１０名、一般客は

数名程度であった。 
１日の利用者数も約５０名程度とのことであった。 

 

・駐車場について 
一般駐車場について、東海高校は会場近くの公共施設２ヶ所、阿漕ヶ浦公園は

公園の駐車場１ヶ所と民地（借上）１ヶ所となっていた。 
また、共通一般駐車場を設け、無料シャトルバスの運行を行っていた。 

 

・総合案内について 
東海駅構内に設置してあり、観光パンフレットの配布や会場、無料シャトルバ

スの案内を行っていた。 
また、トーナメント表も設置してあり、試合の結果が分かるようになっていた。 
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・試合会場について 
売店の出店数はホッケー競技の売店を除き５店舗程度（飲食、お土産等）で、

多くの人で賑わっている様子はあまり感じられなかった。 
また、無料ふるまいも受付で、午前、午後１回数量限定でお菓子の配布と無料

ドリンクもペットボトル（２５０ml）のお茶、スポーツドリンク、ヤクルトの

みの配布であった。 

村内の小中学校が作成した応援のぼり旗とプランターが設置してあり、選手や

県外からの観客等を温かく出迎えていた。 

 

 

・総括 

 輸送・交通に関しては、選手や学校観戦等の輸送、無料シャトルバスの運行等

多くの大型バスが計画的に運行されていたが、無料シャトルバスの利用者が少

ない状況であった。 

試合観戦は地元の方々も訪れていたが、観客の多くは出場県の関係者であっ

たように感じた。 

学校観戦は、スティックバルーンを用いた応援をし、会場を盛り上げていたと

ころが非常に良かったと感じた。 

 大会に多くの村職員やボランティアが従事されており、駐車場やバス乗降場

所等各係の業務を村職員と連携を図り運営を行っていた。 

 今回の視察を来年開催される鹿児島国体に活かせるようにしていきたい思う。 
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別添資料
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